
Micro:bitとは

USBコネクター
25個のLED
(光センサー機能含む)

リセットボタン無線通信(Bluetooth)チップ

温度センサー

加速度センサー

コンパス

電池ボックス(3V)接続端⼦

AボタンとBボタン

他のアクセサリを繋ぐ端⼦

Micro:bit(マイクロビット)とは、イギリスのBBCが開
発した⼩さなコンピュータで、パソコンやスマホから
⾃由にプログラミングを楽しめます。イギリスでは全
ての⼩学⽣6年⽣に無料で配られています。



プログラミングで
コンピュータを
⾃由⾃在に動かそう

どちらもコンピュータ

コンピュータは、⼈間には到底
できない速度で計算ができ、間
違えることも疲れることもあり
ません。
⼈間の苦⼿なことをコンピュー
タにお任せすれば、⼈間はより
⼈間らしいことに集中すること
ができます。
そのためにコンピュータに命令
を与えることを「プログラミン
グ」とか「コーディング」とよ
びます。
プログラミングができる⼈は、
たくさんの⼈々を幸せにする⼒
を持っています。



Q. どうやってコンピュータに
命令するの？

A. コンピュータが理解できることば「プログラミング⾔語」を
使って、⼈間とコンピュータは会話ができます。

ブロックを組み合わせてゲーム感覚
で学べる。⼩中学校の授業で取り扱
われるのはこちら。

コンピュータが読める⾔語で⽂字を
打ち込んでいく。実際の仕事や趣味
で使える。

・Scratch
・プログラミン(2020年提供終了)
・Springinʼ
・Viscuit
・Micro:bit makecode

・Java
・C⾔語
・Python
・Ruby
・Swift
・JavaScript

Micro:bitでは両⽅学べる！

ビジュアルプログラミング⾔語 テキストプログラミング⾔語



はじめてのプログラムを動かそう①
まずはブロックで作ろう



はじめてのプログラムを動かそう②
JavaScriptではどのように書かれているのかを確認しよう

次のページで解説→



Basic(基本)という機能
を集めたグループ

の中の
showString（⽂字列
を表⽰）という機能

に Hello! と表⽰させる

JavaScriptの基本構造



まずはブロックで作ろう
くりかえし処理



くりかえし処理
JavaScriptではどのように書かれているのかを確認しよう



変数について①
例えばなにかの回数を数えたいとき、プログラムでは「変数」を
使います。「変数」は数字や⽂字列を⼊れておくための箱のよう
なもので、箱には名前をつけておくことで後から何度でも使うこ
とができます。

count

count

count count

数字を箱に⼊れて名前をつけておくと

名前を使って後から
呼び出せる

countを
表⽰して！

中⾝を⼊れ替える
こともできる

数字の他に
⽂字列も⼊れられる

100

101
10
0

100

“こんにちは”



まずはブロックで作ろう
条件分岐

このブロックは
「くりかえし」です



条件分岐
JavaScriptではどのように書かれているのかを確認しよう


